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n 研究の全体像
１. 地⽅で暮らす若者と⼤都市部で暮らす若者の⽣活実態（収⼊、⽀出、教育や雇⽤の機会など）はどのような違いがあるのか？
２. 地⽅の若者の⽣活実態を明らかにした上で、どのような社会保障のあり⽅が求められるか？
３. 地⽅の若年シングルマザーの⽣活実態を明らかにした上で、どのような社会保障のあり⽅が求められるか？
⇨ ここでは、主に２について取りあげる。

n 調査概要
• 調査期間：2020年8⽉〜2022年12⽉
• 調査対象：岩⼿県出⾝者のうち現在も岩⼿県で暮

らす20代〜30代の若者26名
• 調査地域：岩⼿県の地⽅都市圏と条件不利地域圏

n ⽬的
• 岩⼿県で暮らす若者の⽣活史の分析を通して、⼈
⼝減少の進む地⽅で暮らす若者の直⾯する困難や
制約に着⽬し、求められる社会保障制度のあり⽅
について検討することを⽬的とする。

n 調査結果
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n 背景・先⾏研究
• OECD各国と⽐べて、⽇本の社会保障は、雇⽤、失
業、住宅、保育サービスなど若者のリスクに対す
る⽀出が極端に少ない（⽇本学術会議，2017）。

• 既存の若者政策は、三⼤都市圏のような⼤都市部
で暮らす若者の⽣活が想定され（李ほか，2008）
教育、医療、福祉などのサービスへのアクセスの
難しさや労働条件の不利などの地⽅の⽣活実態は
⼗分に踏まえられていない。

• 地⽅から三⼤都市圏へ毎年約10万⼈が流出してい
る。しかし、転勤やUターンが落ち着く30代以降に
おいては、地⽅出⾝者の9割が地⽅で暮らすという
概算も⽰され（藤波，2016）依然として⼈⼝の約
半数を占める地⽅で暮らす⼈々の社会保障制度の
あり⽅を検討することは重要である。

参考⽂献：⽇本学術会議，2017，「若者⽀援政策の拡充に向けて」、藤波匠，2016，『⼈⼝減が地⽅を強くする』⽇本経済新聞出版社、李永俊・⽯⿊格，2008，『⻘森県で⽣きる若者たち』弘前⼤学出版会

◀ 普代村で1番賑わう商店街には、
精⾁店、洋菓⼦店、ガソリンスタ
ンドなど古くから続く店が数点営
業している。

普代村【条件不利地域圏】
• ⼈⼝2,607⼈（県内最少）
• 病院、⾼校、コンビニ、スー
パーが村内にはなく、通学、通
院などは⾞で30分ほどかけて隣
の市へ⾏く。

• 際⽴った産業がほぼない。
• 三陸沿岸道路の開通により、旅
⾏客などが村に⽴ち寄る機会が
激減した。

◀ 普代村にある駅の時刻表。電⾞は
1〜2時間に１本程度。

n 結論・今後の課題
• ⼈⼝減少の進む地⽅で求められるのは、過剰なUターンの推奨や移住定住政策のみではなく、地⽅独特の課題に即した社
会政策を展開し、若者の⽣活基盤を整えることである。

• 今後は、調査で得られた結果と①社会的属性（学歴、階層、地域、家族や地元ネットワークとの関係）や②家計調査に
よる消費⾏動と関連させながら分析を進める予定である。

盛岡市【地⽅都市圏】
• ⼈⼝283,298⼈（県内最⼤）
• 県庁所在地
• ⾼度経済成⻑期後に東北新幹線
開業（1982年）、東北⾃動⾞道
全通（1987年）など交通インフ
ラが整備され、仙台や東京への
アクセスが⽐較的容易である。

• 東京までは新幹線で2時間10分。

◀ 盛岡駅前の様⼦。ビジネスホテ
ル、予備校や塾、飲⾷店などが
多く集まる。

◀ 盛岡駅からすぐの景⾊。2019年
以降、川沿いの緑地が整備され、
飲⾷店が⽴ち並ぶ。

図表１ 調査対象者の分布

Ø 社会保障（家族、雇⽤、失業、住宅、障害など）と関連してどのような困難や制約に直⾯しているか？
• Wさん（⼥性／配偶者・⼦／条件不利地域圏）「地元は好きだが、⼦どもの将来を考えると学校や習い事の選択肢が少
ない。」Xさん（男性／配偶者・⼦／条件不利地域圏）「⼦どもの遊び場が少なく不便かつ⾞の送迎が必要。特に⽂化的
な習い事をさせられる機会がなく悩んでいる。」

• Dさん（⼥性／両親／地⽅都市圏）「⾼卒で正社員だが、⾞の維持にもお⾦がかかり⼀⼈暮らしをする余裕はない。」I
さん（⼥性／⺟・⼦／地⽅都市圏）「実家がなかったら、最低賃⾦のパートで⼦どもを育てることはできなかったと思
う。」Cさん（⼥性／単⾝／条件不利地域圏）「⼀⼈暮らしを始めたが、単⾝⽤賃貸が少なく家賃も⾼い。」

• Bさん（男性／⺟／地⽅都市圏）「低賃⾦、サービス残業など労働環境が悪いがそこそこの給料が貰えている今の仕事を
⼿放す勇気もない。より条件の良い転職先が少ない。」

⇨地⽅の若者の⽣活においても先⾏研究で指摘されるような、雇⽤や住宅に対する課題が多くみられた。⼀⽅で、賃⾦⽔準
の低さ、⾞などの特徴的な消費⽀出、雇⽤や習い事などの機会の少なさという地⽅独特の困難や制約にも直⾯していた。
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